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１．美浜原発の増設に向けた関電の事前調査を止めよう！福井・関西の住民の声を聴け 

  滋賀県は「増設調査について県民に説明するよう関電に求める」と表明（8 月 1 日申入れ）  
関⻄電⼒は 7 ⽉ 22 ⽇、美浜原発増設のための地質調査

を開始すると発表した。私たちはこれに断固抗議する。 
事前調査は、福島原発事故後に中断した増設に向けたボ

ーリングなどの地質調査で、調査完了までに複数年かかる
という。調査範囲は、敷地内外にわたり「敷地内から北側
にある⼭地にかけての範囲を中⼼に⾏う」計画だ（7 ⽉ 22
⽇ NHK ニュース）。20 年後の「⾰新軽⽔炉」の完成を狙
っている。 

関電は同⽇に、美浜原発所⻑らが福井県、美浜町、⾼浜
町、おおい町に説明に出向いた。福井県は、関電の⾃主的
調査なので、事前了解等は必要なく、県としての判断はしないと述べ、調査開始を容認した。美
浜町⻑は、町議会で反対意⾒が出ていたにも関わらず、8 ⽉ 4 ⽇に調査受⼊れを関電に伝えた。
議員や住⺠の声を無視するなど許されない。 

他⽅で美浜原発から 30km 圏内に⼊る滋賀県知事は、関電から事前に説明がないことに不快感
を⽰し、「調査、建設に時間も費⽤もかかる。これからも原発が効率的で安全な電⼒源⾜りうるの
か、議論、検討が必要だ」「新たな原発建設となれば、規模、内容、万が⼀の影響、対策をどのよ
うに講じるのか。きちんと意⾒を⾔う」と述べている（7 ⽉ 29 ⽇の定例記者会⾒）。 

関電の⼤株主の⼤阪市⻑は、新たな原発の稼働は使⽤済核燃料をどうするのか等が前提だとし
て、その計画を早く⽰すよう求めた。 

関電は地元美浜町で住⺠に説明するだけで、調査を進めると述べている。福井・関⻄でも調査
計画等を説明し、住⺠の声を聴くべきだ。8 ⽉ 1 ⽇の滋賀県申⼊れで県は、「増設調査について県
⺠に説明するよう関電に求める」と回答した（5 ⾴）。各地で説明を求める声を広げていこう。 
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２．福島原発事故の教訓を踏みにじり、国の原発回帰を先頭で推し進める関電  
美浜原発増設に向けた関電の動きは、国のエネルギー基本計画の「原⼦⼒の最⼤限活⽤」を先

頭にたって推し進めるものだ。福島原発事後で初となる原発増設計画は、エネルギー政策の転換
点となる。何としても増設計画を⽌めよう。 

武藤経産⼤⾂は、「脱炭素電源を確保していくために、安全性の確保、そして、地域の理解を⼤
前提に、次世代⾰新炉への建て替えなど、対応を進めていく必要がある」として、⽼朽化する原
発の次に向けて増設を推進し、財政的⽀援についても具体的に検討していく⽅針だ。 

関電が計画している「⾰新軽⽔炉」は、三菱重⼯等と共同開発している「SRZ―1200」で、既
存の加圧⽔型炉（ＰＷＲ）を基本としている。電気出⼒は 121 万 kW で、美浜３号（82.6 万 kW）
より１ランク⼤きく⼤飯３・４号級である。新型炉に関する規制基準もまだない状況だが、規制
委員会は既に電⼒関係者等と会合を重ね、現⾏規制基準との整合性を議論している。規制委の⼭
中委員⻑は、7 ⽉ 29 ⽇の美浜原発視察の際に「基本的にはこれまでの軽⽔炉の延⻑と考えていて
規制基準を⼤幅に⾒直すことはないと予測している」と早々に述べている。「⾰新軽⽔炉」は炉⼼
溶融時に溶融燃料を受け⽌めるコアキャッチャーを備えるというが、⾏き場のない使⽤済核燃料
を⽣み出し続けることに変わりはない。 

新型炉の建設には１兆円以上の費⽤がかかるとされているが、この費⽤を電気料⾦の値上げで
賄うために国が新たな⽀援策を画策し、経済的負担を住⺠に押し付けようとしている。衰退する
原⼦⼒産業を電⼒消費者の負担で延命させるものだ。 
 
３．美浜原発は断層の巣の中、増設は原発事故の危険を一層高める  

図のように、美浜原発の敷地は活断層の巣の
中にある。美浜原発に⼤きな揺れをもたらすの
は、 原発の真下にある「Ｃ断層」。 規制委が許
可した想定の揺れは 993 ガルで、⼤飯原発や⾼
浜原発と⽐べて、最も⼤きな揺れに襲われる。 
 さらに敷地東側には⻑⼤な甲楽城断層や柳ケ
瀬断層等々も⾛っている。 

⼭中規制委員⻑でさえ 7 ⽉ 29 ⽇の美浜原発
視察で「⼟地が狭く周辺に断層が多数あること
から、確認事項は多々あると思う。慎重に調査
をしてもらいたい」と述べている。こんな危険な場所に増設など許されない。 
 
４．関電の増設計画の背景には、原発の老朽化で約 20 年後には原発から撤退という危機感  
 関電の７基の原発は⽼朽化している。運転開始から⾼浜１号は５０年超え、４０年超えは 4 基
（美浜 3、⾼浜 2、⾼浜 3、⾼浜 4）、３０年超えが２基（⼤飯 3、⼤飯 4）。関電には、このまま
では、20 年後には原発からの撤退となる危機感がある。関電社⻑は 7 ⽉ 22 ⽇の記者会⾒で、「既
存の原⼦⼒は未来永ごうではないので、原発を活⽤し続けることを踏まえて、建て替えを検討し
ないといけない」と、危機感をにじませている。また、⾼浜原発と⼤飯原発での増設について記
者に問われると、「具体的な検討は現時点ではしていない。今後、余地はあるかもしれない」と含
みを持たせている。 
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 右図のように、関電の原発は 60 年運転を実施
したとしても、20 年後の 2045 年には運転できる
原発は 2 基しかない。そのため増設調査に踏み切
ったのだ。 
 さらに「新しい原発の⽅が安全」等というが、
今後 20 年近くは⽼朽化した原発の運転も継続す
る予定だ。⽼朽化した原発の設備利⽤率は、2024
年の 7 基平均で 88.5％にも達している。 
 ⾼浜４号では、またも蒸気発⽣器細管で減⾁等
が⾒つかった（7 ⽉ 23 ⽇関電発表）。減⾁率はこ
れまでの最⼤で 68％にも達し、減⾁は発⽣しないとしていた⽀持板上部で起きている（16 ⾴）。 

⽼朽原発に鞭打つ関電の原発推進は、事故の危険を⼀層⾼める。その上さらに原発増設で原発
依存を続けるなど許されない。 
 
５．老朽原発の運転を止めるため、乾式貯蔵施設の建設を止めよう  

関電の既存の原発は、使⽤済核燃料プールが今後３〜５年で満杯になり、原発の運転ができな
くなる。そのため敷地内で乾式貯蔵施設の建設計画を進めている。しかし、約 50 年後に搬出す
る中間貯蔵施設は何も決まっていない。六ヶ所再処理⼯場について⽇本原燃社⻑は、「70 年運転、
2100 年まで運転可能」などと、国の政策と東電のむつ中間貯蔵増設計画に合わせて、なんの根拠
もなく⼤ぶろしきを広げている。 

⼀⽅で、乾式貯蔵施設の建設を⽌めることができれば、⽼朽原発は運転停⽌に追い込まれ、関
電の原発ゼロの時代を迎える。原発のない新しい暮らしの中で、⼈々の原発増設への期待も関⼼
も遠いものになるに違いない。 

規制委員会は 5 ⽉ 28 ⽇、⾼浜１期⽬の乾式貯蔵施設の設置変更を許可し、６⽉ 13 ⽇には福井
県の原⼦⼒安全専⾨委員会が規制委の判断を了承した。さらに関電は、同⽇ 13 ⽇に⼤飯の乾式
貯蔵施設の補正申請、⾼浜２期⽬の申請を出した。美浜の乾式貯蔵施設の審査は終盤に近づいて
いる。しかし、⼟砂災害の危険性等について具体的評価は⾏われていない（6 ⾴）。 
 他⽅で、福井県の６⽉議会（６⽉ 16 ⽇〜7 ⽉ 8 ⽇）では、⾼浜１期⽬の建設の事前了解の判断
は先送りとなった。６⽉ 13 ⽇、避難計画を案ずる関⻄連絡会と原発設置反対福井県⺠会議は、
乾式貯蔵の建設を認めないこと、説明会の開催等を求める陳情書を県議会に提出した（14 ⾴）。
県議会では、建設の事前了解の判断の時期や貯蔵期間を明確にすべき、六ヶ所再処理⼯場の完成
が遅れた場合の対応、既に⾼濃度に汚染されたレッドセルの検査は可能なのか等の質問・意⾒が
議員から出された。知事は、使⽤済核燃料の具体的な搬出時期の考え⽅や地域振興策の具体化が
まだ関電や国から⽰されていないと答弁するにとどめた。8 ⽉ 6 ⽇の「共創会議」で関電や国が
地域振興策を出してくる可能性がある。建設の同意を⼀歩進めようとするに違いない。 
 福井県の９⽉議会（９⽉３⽇〜30 ⽇）に向けて、陳情や議員への働きかけを強めよう。同時に
関⻄でも⾃治体申し⼊れ等で反対の声を広めていこう。 
 

原発回帰を狙う美浜原発の増設に反対していこう。福井と関西、中部など全国の運動が連帯し

て、数年かかる調査を止めていこう。 

乾式貯蔵施設の建設を止め、関電の老朽原発停止へと進もう。 

 福井の団体と避難計画を案ずる関西連絡会の抗議声明（7 月 24 日）https://x.gd/BOM4U 


